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問  

水
田
農
業
は
米
価
の
下

落
が
続
き
、
特
に
兼
業
農
家

は
栽
培
経
費
が
生
産
高
を
大

幅
に
上
回
り
、そ
の
結
果
、こ

こ
最
近
離
農
者
が
増
加
し
、

専
業
農
家
へ
の
委
託
栽
培
や

農
地
の
利
用
集
積
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。一
方
、沖
縄

や
九
州
で
収
穫
さ
れ
た
お
米

は
昨
年
よ
り
も
価
格
が
下
落

し
て
流
通
し
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
専
業
農
家

で
は
、
先
行
き
の
経
営
が
不

透
明
で
あ
る
た
め
困
惑
し
て

お
り
、
大
幅
な
経
営
効
率
化

が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

６
次
産
業
化
へ
の
支
援
や
耕

地
面
積
の
拡
大
と
整
理
の
推

進
、
集
団
転
作
と
有
利
な
転

作
物
の
指
導
、加
え
て
、地
域

と
J
A
と
行
政
の
連
携
強

化
等
の
対
応
が
、
今
後
の
水

田
地
帯
の
荒
廃
化
防
止
や
経

営
の
安
定
化
に
向
け
て
急
務

で
あ
る
と
思
う
が
町
の
考
え

は
。

商
工
農
林
課
長　

米
穀
生
産

は
機
械
化
に
よ
る
土
地
利
用

型
農
業
と
し
て
、
機
械
や
設

備
面
で
の
初
期
投
資
が
大
き

く
、新
た
な
就
農
に
は
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
。価
格
の
下
落
が
続

く
中
で
は
経
営
の
安
定
に
向

け
た
支
援
が
地
域
の
水
田
農

業
を
維
持
す
る
た
め
に
も
重

要
と
考
え
る
。そ
の
た
め
６
次

化
に
向
け
た
取
り
組
み
や
、

転
作
作
物
の
拡
大
指
導
、土
地

の
集
積
集
約
化
の
展
開
、地
域

の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
活
用
し
、

集
団
転
作
を
含
め
、水
田
農
業

の
将
来
を
考
え
て
い
く
。

令和２年度決算の特徴は

感染症対応策により増

町
財
政

問　
コ
ロ
ナ
下
で
の
財
政
運

営
に
お
い
て
決
算
の
特
徴

は
。

町
長　

感
染
症
が
招
い
た
、

厳
し
い
状
況
を
支
え
る
た
め

の
支
援
と
し
て「
特
別
定
額

給
付
金
給
付
事
業
」約
15
億

円
の
ほ
か
、
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
町
独
自
の

事
業
と
し
て
、
小
規
模
事
業

者
等
持
続
化
応
援
支
援
金
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
、
資

金
貸
付
保
証
料
及
び
利
子
補

給
等
の
商
工
関
連
費
用
に
約

8
千
万
円
、
総
務
・
企
画
関

連
費
用
に
約
５
千
万
円
、
子

育
て
世
代
へ
の
応
援
事
業
や

小
中
学
校
等
へ
の
感
染
予
防

対
策
費
用
等
、
教
育
関
連
費

用
に
約
４
千
万
円
と
、
実
情

に
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
実

施
し
て
き
た
。

　

歳
入
決
算
額
は
90
億
４
８

９
万
２
千
円
で
、
歳
出
決
算

額
は
89
億
３
６
９
２
万
３
千

円
と
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
関
連
補
助
金
が
国
等
か

ら
交
付
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
国
庫
支
出
金
が
大
幅
な

増
額
と
な
っ
た
。

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に
感
染

症
の
流
行
が
決
算
額
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

事
業
所
へ
の
支
援
に
つ
い
て

問　
今
後
の
支
援
策
は
。

商
工
農
林
課
長　

10
月
１
日

か
ら
の
実
施
に
向
け「
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
等
消
費
回
復
応

援
事
業
」の
準
備
を
進
め
て

い
る
。

農業振興
水
田
農
業
の
経
営
安
定
化
を

人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
活
用

脱穀が進む水田地帯
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